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１．研究の目的 

ベンガル湾に発生する熱帯性低気圧（サイクロン）は、沿岸のインド、バングラデシ
ュおよびミャンマーの発展途上国において、これまで、歴史的な大災害を引き起こして
きた（林、松本、2008）。たとえば、1970年、バングラデシュ（当時東パキスタンに上
陸したサイクロンでは、死者30万人とも50万人とも報告され、自然災害として最大の被
害として認識されている。このときの，東パキスタンに対する災害対応の悪さが、1971
年にバングラデシュがパキスタンから独立する一つのきっかけになった。その後、1991
年には、バングラデシュ南東部のチッタゴン付近に上陸したサイクロンによって死者数
13万8千人を記録した。この災害後に、バングラデシュにおいて、JICAの無償支援でベ
ンガル湾沿岸のKhepuparaとCox’ Bazarに、サイクロン監視用のSバンド・ドプラーレー
ダ2基が設置され、早期避難勧告の体制が整った。また、サイクロン時の避難のための
シェルターが数多く整備された。2007年11月のサイクロンSidrの際には5,000人を超え
る死者行方不明者が出たが、以前に比べると遙かに被害は減少した。その後、同じ強さ、
規模のサイクロン複数個がベンガル湾沿岸部に接近上陸したが、人的被害は100人以下
にまで減少した。一方、ミャンマーでは、2008年のサイクロンNargisでは、14万人近く
の死者行方不明者が出た。この、ほぼ同時期に発生した2つのサイクロン被害を現地調
査に基づいて比較し、同じベンガル湾に面し、隣り合う2つの国において、このような
被害の差が発生するのかを考察することがこの研究の目的である。 
 
２．研究の方法 

この研究では、同じベンガル湾沿岸国でありながら、被害の程度に大きな差があるバ
ングラデシュとミャンマーを比較することによって、バングラデシュで成功した方策を
ミャンマーに適用する可能性を探ることを目的とする。以下の3つの項目を主たる目的
として研究を進めた。 
(1)バングラデシュおよびミャンマーの気象観測、特に2016年に導入された日本の気象
衛星「ひまわり8号」を活用した早期予報および早期避難の有効性。 

(2)ミャンマーにも2016-2017年度にかけて、日本の援助で3つのドプラーレ-ダが設置さ
れた。これまで、バングラデシュの沿岸でサイクロン監視システムを、このドプラーレ
ダーを利用してミャンマーにも適用し、両国のサイクロンの気象学的な構造の違いを明
らかにし、被害の違いに関連づけることを試みた。 
(3)バングラデシュおよびミャンマーのベンガル湾沿岸は、ともにデルタ地帯であり、
強風や高潮被害に同様な対策が取り得るかどうかを検討した。 

避難施設の実態を調査し、被害軽減のための早期避難に結びつける有効な利用方法を考
える。計画している研究集会は、現在申請中の京都大学東南アジア地域研究研究所およ
び防災研究所と共同で研究集会「南アジアの自然災害と人間活動」として実施し、自然
科学と社会人文科学をあわせた総合的な議論を進める。 
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３．研究成果 
 2017年 12月に奈良女子大で開催の研究集会「南アジアの気象災害と人間活動」、2018
年 3 月 11-14 日に開催の国際会議”Wind Related Disaster and Mitigation”におい
て、バングラデシュとミャンマーのサイクロン被害の実態の新たな知見および対策に
ついて、工学的および社会学的名立場から考察した。また、2018 年 3 月 17 日に首都
大学東京秋葉原キャンパスで開催した”International workshop on Meteorological 
Observation and Instruments 2018”では、サイクロンの予報の基礎となる地上気象
観測および測器および観測資料の利用について議論をした。 
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6．要約(Abstract) 
Cyclones in the Bay of Bengal caused serious damages in Bangladesh and Myanmar in the 
past.  However, the situation of countermeasures in both countries are drastically 
different. In Bangladesh, early warning system using the new observation using radars 
and satellites are already completed. On the other hand, in Myanmar, those instruments 
are introducing at present.  We discussed how to transfer the successful experience for 
decrease of damages in Bangladesh to Myanmar in the international workshops in December 
of 2017 and March of 2018. 
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要約(700 文字以内)・図 
要約                         図 
ベンガル湾に発生する熱帯性低気圧（サイクロン）は、沿  
岸のインド、バングラデシュおよびミャンマーの発展途上 
国において、これまで、歴史的な大災害を引き起こしてき 
た。バングラデシュでは、1971年に 30 万人～50 万人、 
1991年に 14 万人の死者、2007年に 5,000人を超える死者 
行方不明者が出たが、確実にその数は減少している。 
その後、同じ強さ、規模のサイクロン複数個がベンガル湾 
沿岸部に接近上陸したが、人的被害は 100 人以下にまで減 
少した。一方、ミャンマーでは、2008年のサイクロンでは、 
14 万人近くの死者行方不明者が出た。この、ほぼ同時期に 
発生した 2 つのサイクロン被害を比較し、同じベンガル湾
に 
面し、隣り合う 2つの国において、このような被害の差が 
発生するのかを考察した。その原因は、バングラデシュに 
おいて、レーダや気象衛星による観測が充実し、早期の 
避難態勢が確立しているのに対し、ミャンマーはその態勢 
が十分でないことにある。 
この共同研究において、バングラデシュの成功例をミャン 
マーにも取り入れる方法を考察した。2018年 3月に東京で、 
国際ワークショップを開催し、気象観測および観測機器に 
関して議論した。 
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